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県
商
工
会
連
合
会
と

県
商
工
会
議
所
連
合

会
、
県
経
営
者
協
会
、

県
中
小
企
業
団
体
中
央

会
の
県
内
経
済
四
団
体

は
四
日
、
富
山
市
の
Ａ

Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
で
合
同
新
春
互

礼
会
を
開
催
し
た
。
今

回
で
三
回
目
と
な
る
新

春
互
礼
会
に
は
、
各
団

体
幹
部
や
企
業
の
ト
ッ

プ
ら
約
四
百
名
が
出
席

し
た
。

喜
び
と
期
待
が
感
じ
ら
れ
る
年
に

県
内
経
済
四
団
体
が

　
　
　 

新
春
互
礼
会

２　茂木経済産業大臣との懇談　他
３　経営支援マネージャーレポート　他
４　商店街活性化事例報告　他
５　地域総合振興事例　他
６　確定申告のお知らせ　他
７　元気な商工会地域づくり支援事業　他
８　３月のイベント案内　他

　
黒
田
輝
夫
県
中
小
企
業

団
体
中
央
会
長
の
「
開
会

の
挨
拶
」
で
始
ま
り
、
続

い
て
稲
垣
晴
彦
県
経
営
者

協
会
長
が
「
久
し
ぶ
り
に

期
待
感
が
持
た
れ
る
年
に

な
り
そ
う
だ
。
企
業
も
人

材
や
様
々
な
も
の
に
投
資

が
必
要
」
と
挨
拶
し
た
。

県内経済四団体が一堂に会した新春互礼会＝ＡＮＡクラウンプラザホテル

商工
春
秋
某
テ
レ
ビ
コ

マ
ー
シ
ャ
ル

で
、
東
洋
医
学
に
お
い
て
、

「
女
性
は
七
の
倍
数
、
男
性
は
八
の

倍
数
の
（
数
え
）
年
齢
の
時
が
、

「
節
目
年
齢
」
と
い
わ
れ
、
体
調
に

変
化
が
お
こ
る
と
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
▼
顧
み
れ
ば
小
生
も
、
昨
年

そ
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
、
こ
の

年
齢
時
は
、「
筋
肉
が
衰
え
、
体
に

老
化
が
見
え
始
め
る
」
と
の
こ
と

で
あ
り
、
実
際
、
腰
痛
に
頻
繁
に

悩
ま
さ
れ
た
一
年
で
あ
り
、
年
末

か
ら
は
、
左
肩
痛
（
五
十
肩
？
）

が
完
治
し
な
い
と
こ
ろ
と
な
っ
て

い
る
▼
体
調
の
変
化
に
対
応
す
る

方
策
と
し
て
、
ス
ト
レ
ス
等
を
た

め
込
ま
な
い
よ
う
な
精
神
衛
生
を

心
掛
け
、
季
節
の
食
材
を
過
ぎ
な

い
よ
う
に
食
し
、
早
寝
早
起
き
と

言
っ
た
規
則
正
し
い
睡
眠
を
心
掛

け
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
散
歩
、
ス

ト
レ
ッ
チ
等
に
よ
る
軽
度
の
汗
を

か
く
程
度
の
運
動
を
、
無
理
せ
ず

毎
日
継
続
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト

▼
高
齢
化
が
急
速
に
進
行
す
る
こ

の
国
に
生
き
る
者
の
責
任
と
し
、

つ
い
つ
い
若
く
て
元
気
だ
っ
た
頃

の
イ
メ
ー
ジ
で
行
動
し
、
錯
覚
や

過
信
に
よ
る
無
理
を
行
い
、
取
り

返
し
の
つ
か
な
い
よ
う
に
な
る
ま

で
体
調
を
崩
さ
ぬ
よ
う
、
常
に
自

分
の
健
康
状
態
に
留
意
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
今
日
こ
の
頃
。

　
来
賓
を
代
表
し
て
石
井
知
事
か

ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
石
澤
義
文

県
商
工
会
連
合
会
長
の
乾
杯
の
発

声
で
な
ご
や
か
に
賀
詞
交
換
し
懇

談
し
た
。
石
澤
県
連
会
長
は
「
新

政
権
誕
生
に
よ
り
、
経
済
界
は
、

新
し
く
力
強
く
、
そ
し
て
喜
び
と

期
待
が
感
じ
ら
れ
る
」
と
述
べ
た
。

　
犬
島
伸
一
郎
県
商
工
会
議
所
連

合
会
長
が
万
歳
を
主
唱
し
、
中
締

め
と
し
た
。
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意見を述べる石澤会長

景
況
情
報
　
十
月
～
十
二
月
期

　

県
連
合
会
が
ま
と
め
た
平
成

二
十
四
年
十
月
～
十
二
月
期
の
景

気
動
向
調
査
に
よ
る
と
、
本
県
商

工
会
地
区
の
中
小
企
業
の
業
況

判
断
Ｄ
Ｉ
（「
好
転
」
｜
「
悪
化
」

企
業
割
合
の
差
）
は
、
前
回
調
査

（
七
月
～
九
月
）
に
比
べ
六・
二
ポ

イ
ン
ト
悪
化
し
△
三
十
九・
五
と

な
っ
た
。
業
種
別
で
は
製
造
業

が
十
八・
四
ポ
イ
ン
ト
好
転
の
△

二
十
九・
九
、
建
設
業
が
十
五・
〇

中
小
企
業
の
景
況
は
前
期
比
、製
造
業
、建
設
業

で
好
転
し
た
が
、小
売
業
、サ
ー
ビ
ス
業
は
悪
化

ポ
イ
ン
ト
好
転
の
△
五・
〇
、
小

売
業
が
十
三・
六
ポ
イ
ン
ト
悪
化

の
△
五
十
二・
五
、
サ
ー
ビ
ス
業

が
二
十
一・
八
ポ
イ
ン
ト
悪
化
の

△
四
十
八・一
で
あ
っ
た
。

　

来
期
は
当
期
と
比
較
し
全
体

で
更
に
三・
九
ポ
イ
ン
ト
悪
化
の

△
四
十
三・
四
を
予
想
し
て
い
る
。

サ
ー
ビ
ス
業
は
好
転
を
、製
造
業
、

建
設
業
、
小
売
業
は
悪
化
を
予
想

し
て
い
る
。
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軽
減
税
率
導
入
に
反
対

　

石
澤
義
文
全
国
商
工
会
連
合
会
長
は
、
日
本
商
工
会
議
所
と
全
国
中

小
企
業
団
体
中
央
会
、
全
国
商
店
街
振
興
連
盟
組
合
連
合
会
の
代
表
と

共
に
十
八
日
、
都
内
の
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
ホ
テ
ル
で
茂
木
敏
充
経
済
産

業
大
臣
と
懇
談
し
た
。

　

石
澤
会
長
は
、
消
費
税
率
の
引

き
上
げ
に
伴
う
低
所
得
者
対
策
と

し
て
食
料
品
な
ど
の
税
率
を
低
く

抑
え
る
「
複
数
税
率
」
の
導
入
が
、

与
党
内
で
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
、
税
率
が
違
え
ば
商
店

な
ど
の
事
務
的
な
負
担
が
増
え
る

と
し
て
反
対
す
る
考
え
を
伝
え
た
。

加
え
て
、
石
澤
会
長
は
「
仮
に
実

施
す
る
な
ら
、
生
活
必
需
品
に
範

囲
を
限
定
す
る
よ
う
配
慮
し
て
欲

し
い
」
と
求
め
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
茂
木
経
済
産
業

大
臣
は
「
消
費
税
は
、
逆
進
性
を

持
っ
て
い
る
か
ら
何
ら
か
の
低
所

得
者
対
策
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ

を
ど
う
す
る
か
は
、
今
後
、
与
党

と
も
相
談
し
て
決
め
て
い
き
た
い
」

と
答
え
た
。

　

ま
た
、
石
澤
会
長
は
小
規
模
企

業
基
本
法
（
仮
称
）
に
も
言
及
し

「
と
か
く
比
較
的
大
き
な
企
業
に
目

が
向
け
ら
れ
、
小
さ
い
企
業
は
恩

恵
を
十
分
に
受
け
ら
れ
な
い
」
と

小
規
模
企
業
に
特
化
し
た
基
本
法

の
早
期
制
定
を
求
め
た
。
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企業の繁栄に 特別増強運動展開中 !
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季
節
の
イ
ベ
ン
ト
に
あ
わ
せ
た

売
り
場
づ
く
り
の
重
要
ア
イ
テ
ム

の
一
つ
は
ポ
ッ
プ
で
あ
ろ
う
。
二

月
と
い
え
ば
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー

が
あ
る
が
、
ポ
ッ
プ
の
準
備
は
で

き
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　

最
近
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に

贈
る
相
手
や
商
品
が
多
様
化
し
て

き
て
い
る
。
男
性
か
ら
女
性
に
贈

る
逆
チ
ョ
コ
や
親
チ
ョ
コ
、
友

チ
ョ
コ
等
、
贈
る
相
手
が
異
な
れ

ば
、
贈
る
ア
イ
テ
ム
も
異
な
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
販
売
サ
イ

ト
で
も
、
ネ
ク
タ
イ
や
洋
服
な
ど

相
手
に
合
わ
せ
て
チ
ョ
コ
と
一
緒

に
贈
る
商
品
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す

る
等
工
夫
が
見
ら
れ
る
。
売
り

場
づ
く
り
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

ポ
ッ
プ
を
作
る
際
に
も
多
様
化
す

る
贈
り
方
を
意
識
し
た
い
。

　

日
経
ウ
ー
マ
ン
オ
ン
ラ
イ
ン
の

調
査
に
よ
る
と
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン

デ
ー
を
用
意
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は

二
月
に
入
っ
て
か
ら
直
前
の
三
連

休
で
約
八
十
八
％
。
今
か
ら
で
も

間
に
合
う
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
の

販
売
チ
ャ
ン
ス
を
活
か
し
た
い
。

季
節
に
あ
わ
せ
た
魅
力

あ
る
ポ
ッ
プ
を
つ
く
ろ
う
！

▼
行
き
ま
す
！

　

会
員
企
業
よ
り
自
社
工
場
に
新
し

い
ラ
イ
ン
を
増
設
す
る
た
め
、
設
備

資
金
の
借
入
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ

が
あ
っ
た
の
で
早
速
事
業
所
に
出
向

い
た
。

▼
聞
き
ま
す
！

　

当
社
は
、
原
紙
か
ら
段
ボ
ー
ル

シ
ー
ト
の
加
工
、
印
刷
ま
で
一
貫
生

産
す
る
段
ボ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
で
主
に

建
材
梱
包
用
段
ボ
ー
ル
を
製
造
し
て

い
る
。
現
状
を
聞
く
と
商
品
サ
イ
ズ

は
多
岐
に
わ
た
り
少
量
多
品
種
が
求

め
ら
れ
、
最
近
で
は
極
小
ロ
ッ
ト
、

即
日
納
品
の
ニ
ー
ズ
が
強
く
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
当
社
の
第
二

工
場
で
試
験
的
に
取
り
組
ん
で
き
た

が
、
新
た
に
ラ
イ
ン
を
増
設
し
、
需

要
に
迅
速
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と

い
う
内
容
で
あ
っ
た
。

▼
課
題
を
抽
出
し
ま
す
！

　

し
か
し
、
本
社
工
場
と
第
二
工
場

の
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
が
統
合
さ

れ
て
い
な
い
た
め
二
つ
の
工
場
の
生

産
状
況
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
把
握
で

き
ず
顧
客
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
ス

ム
ー
ズ
な
対
応
が
出
来
て
い
な
い
。

ま
た
、
第
二
工
場
に
お
い
て
は
、
生

産
指
示
の
デ
ー
タ
毎
に
ラ
イ
ン
を
停

止
し
て
い
る
た
め
生
産
効
率
を
低
下

さ
せ
て
い
る
。

▼
提
案
し
ま
す
！

　

こ
の
現
状
に
お
い
て
、
小
ロ
ッ
ト

多
品
種
生
産
、
即
日
納
品
の
実
現
を

図
る
た
め
、
経
営
革
新
の
認
定
を
受

け
、
特
利
金
利
の
融
資
に
よ
る
設
備

導
入
を
図
り
、
改
善
策
を
専
門
家
を

交
え
て
検
討
す
る
よ
う
提
案
し
た
。

　

専
門
家
派
遣
事
業
を
活
用
し
、
専

門
家
と
県
商
工
会
連
合
会
専
門
経
営

指
導
員
と
共
に
事
業
所
に
出
向
き
、

計
画
立
案
に
入
っ
た
。

　
受
注
管
理
や
生
産
管
理
等
の
問
題
点

を
再
確
認
し
、
新
規
事
業
の
実
施
計

画
や
資
金
計
画
を
検
討
し
て
い
っ
た
。

▼
申
請
書
作
成
を
サ
ポ
ー
ト
！

　

テ
ー
マ
を
「
段
ボ
ー
ル
ケ
ー
ス
の

小
ロ
ッ
ト
・
即
日
納
品
を
可
能
に
す

る
生
産
体
制
の
構
築
」
と
掲
げ
、
新

し
い
生
産
体
制
を
ソ
フ
ト
面
・
ハ
ー

ド
面
か
ら
計
画
し
た
。

〈
ソ
フ
ト
面
〉

「
本
社
工
場
と
第
二
工
場
の
製
造
管

理
シ
ス
テ
ム
を
統
合
」

　

シ
ス
テ
ム
を
統
合
す
る
こ
と
に
よ

り
ラ
イ
ン
停
止
時
間
の
削
減
と
ロ
ス

率
の
低
下
を
図
る
。

〈
ハ
ー
ド
面
〉

「
予
定
し
て
い
る
新
設
ラ
イ
ン
の
カ

ス
タ
マ
イ
ズ
」

　

既
設
ラ
イ
ン
の
運
用
経
験
か
ら
新

マ
シ
ン
に
駆
動
系
、
ユ
ニ
ッ
ト
の
変

更
等
改
良
を
加
え
、
切
り
屑
に
よ
る

次
製
品
の
損
傷
を
防
ぎ
ロ
ス
率
の
低

下
を
図
る
。

▼
経
営
革
新
計
画
の
認
定

　

平
成
二
十
四
年
七
月
に
承
認
申
請

書
を
富
山
県
に
申
請
し
、
九
月
に
認

定
を
受
け
た
。
今
後
、
少
量
多
品
種

即
日
納
品
を
強
み
に
取
引
先
ニ
ー
ズ

に
迅
速
に
対
応
す
る
と
共
に
提
案
型

セ
ー
ル
ス
を
展
開
し
、
収
益
性
の
向

上
を
図
っ
て
い
く
。

　

今
回
、
所
期
の
目
的
で
あ
っ
た
新

設
備
導
入
に
伴
う
資
金
調
達
だ
け
で

な
く
、
課
題
の
抽
出
や
改
善
策
を
県

連
や
専
門
家
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

通
じ
て
企
業
と
共
に
検
討
し
、
新
し

い
生
産
体
制
を
構
築
す
る
ま
で
発
展

し
た
こ
と
が
一
歩
踏
み
込
ん
だ
支
援

を
行
う
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
わ

れ
、
今
後
の
企
業
支
援
に
生
か
し
て

い
き
た
い
。

射水市商工会
主任経営指導員
　 武部　賢昭

経営支援
マネージャー
レポート

経
営
革
新
計
画
の
認
定
を
サ
ポ
ー
ト



昭和 52 年 3 月 12 日第三種郵便物認可 平成 25 年 2 月 1 日発行（毎月 1 回 1 日発行）　VOL.452

4

総務課

●
サ
ー
ビ
ス
の
細
部
ま
で
気
遣
い
を

　

運
営
面
の
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て

は
、「
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
れ
ば

嬉
し
い
か
」
な
ど
、
客
の
立
場
で

内
容
を
考
え
た
い
。

　

価
格
に
つ
い
て
は
、
客
が
買
い

た
い
と
思
う
適
正
価
格
を
把
握
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
。
競
合
店
の

価
格
を
調
査
し
た
り
、
ペ
ー
ジ
に

ア
ン
ケ
ー
ト
フ
ォ
ー
ム
を
設
け
る

と
利
用
者
の
声
が
直
に
聞
け
る
。

　

決
済
方
法
や
配
送
業
者
も
客
の

利
便
性
を
考
慮
し
た
い
。
決
済
は

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、

郵
便
振
替
・
銀
行
振
込
・
代
金
引

換
を
用
意
す
る
ほ
か
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
決
済
は
是
非
導
入
し
た

い
。
配
送
は
自
社
の
商
品
や
客
層

の
特
徴
を
踏
ま
え
た
上
で
適
切
な

業
者
を
選
定
す
る
。
配
達
日
の
時

間
指
定
が
で
き
る
こ
と
も
選
考
の

ポ
イ
ン
ト
で
あ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
客
と
は
密
接
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
た
い
。
注

文
確
認
メ
ー
ル
や
問
い
合
わ
せ
の

回
答
は
二
十
四
時
間
以
内
の
返
信

を
心
掛
け
た
い
。
ま
た
入
金
確
認

メ
ー
ル
、
発
送
メ
ー
ル
も
忘
れ
ず

発
信
す
る
こ
と
。
ク
レ
ー
ム
に
対

し
て
は
迅
速
か
つ
丁
寧
な
対
応
が

逆
に
信
頼
度
を
ア
ッ
プ
す
る
き
っ

か
け
に
も
な
り
う
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

お
店
を
や
ろ
う
！
❹

お
買
い
物
バ
ス
と
連
携
し
、地
域
力
ア
ッ
プ
を
目
指
す
呉
羽
い
き
い
き
カ
ー
ド
会

　

富
山
市
北
商
工
会
呉
羽

支
所
で
は
、
平
成
二
十
四

年
度
商
店
街
活
性
化
事
業

の
一
環
と
し
て
、
ポ
イ
ン

ト
カ
ー
ド
事
業
を
実
施
し

た
。
呉
羽
い
き
い
き
カ
ー
ド

会
の
前
身
の
ク
レ
ハ
ラ
ッ

キ
ー
シ
ー
ル
会
は
昭
和

四
十
四
年
の
発
足
以
来
、
顧

客
に
親
し
ま
れ
愛
さ
れ
て
、

町
の
賑
わ
い
を
創
り
、
加
盟

店
の
売
上
・
利
益
の
安
定
・
拡
大
を

図
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
活
動
を
続

け
て
き
た
。

▼
し
か
し
昨
今
は
、｢

台
紙
に
貼
る

の
が
面
倒
だ｣｢

台
紙
が
大
き
く
持
っ

て
い
く
の
が
大
変
だ｣

｢

ス
タ
ン
プ

が
小
さ
く
、
数
え
る
の
が
面
倒
だ｣

｢

大
型
店
の
よ
う
な
カ
ー
ド
に
し
て

欲
し
い｣

等
、
数
々
の
改
善
要
望
が

寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
厳
し
い

商
業
環
境
の
中
で
各
加
盟
店
の
売
上

の
伸
び
悩
み
に
伴
い
、
会
の
ス
タ
ン

プ
券
の
売
上
も
低
迷
が
続
い
た
。

▼
「
時
代
は
、
カ
ー
ド
の
時
代
で
あ

る
」
と
の
認
識
か
ら
、
今
ま
で
以

上
に
商
業
者
が
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
み
、
そ
の
仕
組
み
に
お
い
て
は

適
宜
、
時
代
に
相
応
し
い
見
直
し
を

行
い
、
常
に
顧
客
に
支
持
さ
れ
る
事

業
で
あ
り
続
け
る
よ
う
と
、
カ
ー
ド

会
設
立
準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
協

議
・
検
討
を
重
ね
て
き
た
。
こ
う
し

た
設
立
準
備
委
員
会
の
共
通
認
識
の

も
と
、
県
・
市
の
補
助
・
商
工
会
の

助
成
を
受
け
、
新
し
い
ス
タ
ン
プ
事

業
に
生
ま
れ
変
わ
る
た
め
、
ポ
イ
ン

ト
カ
ー
ド
会
を
発
足

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

▼
加
盟
店
は
、
呉
羽

地
区
内
を
運
行
し
て

い
る
「
呉
羽
い
き
い

き
バ
ス
」
の
ル
ー
ト

沿
線
に
あ
る
こ
と
か

ら
バ
ス
の
運
行
会
社

も
カ
ー
ド
会
の
加
盟

店
と
な
り
定
期
券
や

回
数
券
等
を
購
入
さ
れ
た
お
客
様
に

ポ
イ
ン
ト
を
進
呈
し
て
い
る
。
保
有

し
て
い
る
シ
ー
ル
の
残
り
は
ポ
イ
ン

ト
に
打
ち
替
え
、
満
点
台
紙
で
な
く

て
も
、
三
十
五
枚
貼
り
で
四
十
ポ
イ

ン
ト
の
交
換
を
行
い
事
業
の
引
き
継

ぎ
を
行
っ
た
。
ま
た
、
十
二
月
に
は

加
盟
店
を
十
店
舗
以
上
回
る
と
ポ
イ

ン
ト
が
も
ら
え
る
「
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
」
を
実
施
し
た
。
現
在
、
会
の

ポ
イ
ン
ト
売
上
も
順
調
に
伸
び
て
お

り
、
加
盟
店
も
新
し
い
お
客
様
が
増

え
、売
上
向
上
に
結
び
付
い
て
い
る
。

▼
満
点
カ
ー
ド
も
着
実
に
回
収
さ
れ

て
お
り
今
後
は
、
ポ
イ
ン
ト
二
倍

セ
ー
ル
や
特
招
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
な
が
ら
お
客
様
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
カ
ー
ド
事
業
を
計
画
し
て

い
る
。

商
店
街
活
性
化
事
例
報
告

富
山
市
北
商
工
会
呉
羽
支
所

お
買
い
物
バ
ス
と
連
携
し
、地
域
力
ア
ッ
プ
を
目
指
す
呉
羽
い
き
い
き
カ
ー
ド
会

100円お買い上げごとに
１ポイント進呈され、400
ポイントで500円のお買い
物券として利用できます！
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安
居
寺
は
高
野
山
真
言
宗
に
属

す
る
寺
院
で
、
山
号
は
弥
勒
山
で
あ

る
。
七
一
八
年
（
養
老
二
年
）
に
イ

ン
ド
の
善ぜ
ん

無む

い畏
三
蔵
に
よ
り
開
基

さ
れ
た
。
江
戸
時
代
に
は
、
加
賀
藩

前
田
家
の
祈
願
所
と
し
て
寺
勢
を

極
め
た
。

　

大
正
八
年
、
森
林
喜
作
、
柴
田
東

作
、
両
氏
が
紡
績
業
の
成
功
を
安
居

寺
観
音
さ
ま
の
ご
利
益
と
感
謝
し
、

多
く
の
善
男
善
女
が
観
音
さ
ま
に

お
参
り
で
き
る
よ
う
に
と
、
参
道
の

石
畳
を
寄
進
さ
れ
た
お
り
、
安
居
地

区
の
方
々
が
健
康
を
祈
願
し
て
参

道
落
成
式
に
奉
納
さ
れ
た
の
が
、「
大

わ
ら
じ
」の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。

　

以
来
、
永
く
続
い
た
大
わ
ら
じ
奉

納
も
昭
和
五
十
年
代
中
ご
ろ
に
途

絶
え
た
が
、
昭
和
六
十
二
年
に
福
野

町
商
工
会
青
年
部
に
よ
り
復
活
し
、

安
居
寺
仁
王
門
に
再
び
大
わ
ら
じ

が
架
か
っ
た
。そ
の
後
こ
の
奉
納
は
、

商
工
同
友
会
と
安
居
地
区
の
方
た

ち
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　

今
年
度
は
、
前
回
の
製
作
か
ら

十
二
年
も
経
過
し
て
お
り
、
福
野
商

工
同
友
会
、南
砺
市
商
工
会
青
年
部・

女
性
部
（
福
野
支
部
）、
そ
し
て
安

居
地
区
の
有
志
が
協
同
で
、
昨
年

十
一
月
か
ら
作
り
始
め
た
。
地
元
農

業
法
人
よ
り
良
質
の
藁
を
調
達
し
、

柔
ら
か
く
加
工
し
、
大
勢
の
関
係
者

で
三
十
メ
ー
ト
ル
余
り
の
し
め
縄

心はひとつ　ご住職を囲んで全員で記念撮影

大わらじを立て掛ける

を
綯
っ
た
。

　

福
野
商
工
同
友
会
長
の
河
合
秀

和
氏
、
実
行
委
員
長
の
晩
田
啓
人
氏

に
よ
る
と
、
安
居
寺
の
参
道
を
わ
ら

じ
に
履
き
替
え
て
上
り
、
お
参
り
を

す
る
と
一
年
間
無
病
息
災
で
い
ら

れ
る
と
の
こ
と
。
大
わ
ら
じ
奉
納
が

南
砺
市
福
野
の
観
光
ポ
イ
ン
ト
の

一
つ
に
な
り
、
街
の
賑
わ
い
に
つ
な

が
る
こ
と
と
安
居
寺
観
音
さ
ま
の

御
利
益
を
願
い
、
十
二
月
三
十
一
日

の
大
晦
日
に
仁
王
門
に
奉
納
さ
れ

た
。
当
日
は
、
地
元
安
居
地
区
の
太

鼓
保
存
会
の
太
鼓
や
笛
の
音
と
と

も
に
同
友
会
員
・
青
年
部
員
が
大
わ

ら
じ
を
担
ぎ
参
道
か
ら
門
前
ま
で

運
ん
だ
。

地
域
総
合
振
興
事
業
例

商
工
会
は
地
域
の
心
の
接
着
剤
で
す
！

南
砺
市
商
工
会
福
野
事
務
所

商
工
会
有
志
が
大
わ
ら
じ
を
奉
納

中国遼寧省｢技能実習生｣の受入企業を募集！中国遼寧省｢技能実習生｣の受入企業を募集！
　県商工会連合会及び県下商工会では、平成 4 年より富山県と友好県省を締結している中国遼寧省
からの技能実習生を受入れており、これまでに 1,000 名を超える受入実績がある。
　第 22 次となる中国遼寧省「技能実習生」の受入れは、下記内容での実施を予定しており、その受
入れをする企業を募集している。

●事業の主な流れ
①受入申込（Ｈ25年 3月）⇒②面接
選考（訪中・5 月中旬予定）⇒③技
能実習生の入国（10～ 11 月予定）
⇒④座学講習を実施（約 1ヶ月間）
⇒⑤受入企業での技能実習（雇用契
約等の開始・最長 3年）

●実習生の受入れに伴う主な費用（目安）
(１) 面接選考のための訪中渡航費用等　約 10万円
(２) 技能実習生の往復渡航費用　約 10万円（1人あたり）
(３) 講習手当（座学講習期間）6.5 万円（月／ 1人あたり）
(４) 給与・諸手当・法定福利費等（雇用契約に基づく）　　
(５) 運営管理費　1.5 万円／月・人
　　　　　　　　（技能実習生の入国から帰国まで）

中国遼寧省「技能実習生」受入事業の概要

＊受入申込の締切は 3月 29日（金）まで。
　地元商工会にて受入事業の実施が困難なときは、他の監理団体を紹介する場合があります。
　詳しくは、県商工会連合会（総務課）または地元商工会までお問い合わせ下さい。
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あなたも　家族も　まるごと守る！　頼れる補償の

安3安3 安い ・ 安心 ・ 安全
「けが」の補償　＋　「病気」の補償 「がん」重点補償プラン

※ライフスタイルと必要補償額に応じて、加入プランをご検討頂けます！ 詳しくは商工会へご連絡下さい。

労災対策に！

１０万人の皆様にご利用いただいています。

従業員向けの

災害補償
従業員が業務上の事故によるケガで
死亡・後遺障害を負った場合の補償

※会員福祉共済により役員の災害補償を付加しても、割安！　経営事項審査の加点もあります。
※概要については商工会、詳細については保険会社の営業店・代理店がお答えします。

企業向けの

使用者賠償責任補償
労働事故により、従業員やその遺族等から企業が訴えら
れた場合の訴訟費用・法律上の賠償責任等に対する補償

＋
プラス

●平成 24年分確定申告書の提出期限と納期限・振替日について（個人）

●申告は税務署に出向かずにインターネットで！
　国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）の「確定申告書等作成コーナー」では、画面の案内に従って金額など
を入力すれば、税額などが自動計算され、所得税、消費税（個人）の確定申告書や青色決算書・収支内訳書等が
作成できます。
　申告書等を作成した後は、ご自宅のプリンタで印刷して郵送等により税務署へ提出できるほか、同コーナーの
画面上からそのまま e-Tax（イータックス：国税電子申告・納税システム）を利用して税務署に送信（申告）す
ることができます。　※ e-Tax のご利用に際しては、事前準備が必要です。

● e-Tax のメリット
①最高3,000円の税額控除が受けられます。（平成19年分から平成22年分の間でこの控除を受けた方は、受けられません。）
②添付書類の提出を省略できます。（法定申告期限から5年間、税務署から書類の提出又は提示を求められることがあります。）
③還付金がスピーディーに受けられます。（3週間程度に短縮されます。）
④ 24時間いつでも利用可能（所得税の確定申告期間中は、24時間e-Taxの利用が可能です。）
※詳しくは e-Tax ホームページ（www.e-tax.nta.go.jp）をご覧ください。

　　 確定申告書の提出期限
納　期　限 振　替　日

（納付書で納付される場合） （振替納税の場合）
所 得 税 ３月１５日 （金） ３月１５日 （金） ４月２２日 （月）
消 費 税 ４月　１日 （月） ４月　１日 （月） ４月２４日 （水）
贈 与 税 ３月１５日 （金） ３月１５日 （金）

商工同友会セミナー
のご案内

商工同友会セミナー
のご案内

県商工同友会では、毎年恒例の商工同友会セミナー
を開催します。今回は桜井小矢部市長を講師として
お迎えして、小矢部市が推進するまちづくりについ
てご講演頂きます。商工会の会員様ならどなたでも
結構ですので、是非ご参加ください。

１．開催日時　２月１４日（木）　午後１時３０分より
２．開催場所　宮島温泉　滝乃荘（小矢部市名ケ滝　TEL：0766-67-1122）
３．参加対象　県下商工同友会会員ならびに商工会関係者（参加予定人数　約５０名）
４．会　　費　１，０００円（セミナー迄）
５．講演内容
　第1部　富山の魅力を全国へ、世界へ　～ラーメンで４年連続日本一を語る～
　　講師　株式会社天高く　代表取締役会長兼社長　栗原　清　氏
　第2部　小矢部市の地域活性化策
　　講師　小矢部市長　桜井　森夫　氏
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二
十
一
世
紀
商
工
会

　
　
　
　

グ
ラ
ン
プ
リ

　

全
国
か
ら
選
り
す
ぐ
り
の
商
工
会

活
動
二
十
三
件
の
応
募
が
あ
り
、
グ

ラ
ン
プ
リ
一
件
、
準
グ
ラ
ン
プ
リ
二

件
が
決
定
、
第
五
十
二
回
商
工
会
全

国
大
会
で
三
商
工
会
が
表
彰
さ
れ
た
。

＊
グ
ラ
ン
プ
リ

　

島
根
県
美
郷
町
商
工
会

　

商
工
会
と
行
政
、
農
家
が
連
携
し

て
ス
ー
パ
ー
を
再
開
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
機
能
回
復
を
図
る
。
空
き

店
舗
に
な
っ
て
い
た
地
元
ス
ー
パ
ー

の
再
開
を
支
援
、
平
成
二
十
二
年
十

月
に
ス
ー
パ
ー
と
産
直
市
を
組
み
合

わ
せ
た
「
産
直
み
さ
と
市
」
を
オ
ー

プ
ン
さ
せ
た
。
ま
た
、
店
内
に
は
調

剤
薬
局
を
開
設
し
、
調
剤
薬
を
無
料

で
自
宅
ま
で
配
達
す
る
サ
ー
ビ
ス
も

実
施
し
、
買
い
物
難
民
対
策
の
一
翼

を
担
っ
て
い
る
。

＊
準
グ
ラ
ン
プ
リ

　

埼
玉
県
日
高
市
商
工
会

　

十
一
年
連
続
で
会
員
数
純
増
を
達

成
、
大
規
模
商
工
会
で
異
例
の
組
織

率
に
。
経
営
指
導
員
は
毎
月
新
規
会

員
の
獲
得
目
標
を
設
定
。
会
長
や
事

務
局
長
と
も
情
報
を
共
有
し
な
が

ら
会
員
増
強
を
強
力
に
推
進
し
て

い
る
。
日
常
の
巡
回
訪
問
活
動
の
中

か
ら
新
規
会
員
の
中
か
ら
新
規
会

員
の
獲
得
の
た
め
の
時
間
を
捻
出

し
、
一
軒
で
も
多
く
非
会
員
事
業
所

を
訪
問
す
る
。
二
、三
回
の
訪
問
で

断
ら
れ
て
も
諦
め
ず
に
、
五
回
、
十

回
、
十
五
回
と
粘
り
強
く
何
度
も
訪

れ
る
。
会
員
増
強
運
動
は
、
商
工
会

事
務
局
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
っ

た
。
経
営
指
導
員
は
達
成
目
標
が
あ

る
こ
と
で
責
任
感
や
向
上
心
が
芽

生
え
、
主
体
的
に
考
え
る
習
慣
が
身

に
つ
い
た
。

＊
準
グ
ラ
ン
プ
リ

　

石
川
県
白
山
商
工
会

　

ご
当
地
グ
ル
メ
が
続
々
ヒ
ッ
ト
、

地
域
へ
の
誘
客
と
ブ
ラ
ン
ド
化
に
貢

献
。
健
康
や
長
寿
を
テ
ー
マ
に
地
元

食
材
を
活
か
し
た
「
白
山
百
膳
」
を

地
域
飲
食
店
で
展
開
。
白
山
麓
の
恵

み
が
詰
ま
っ
た
各
店
舗
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
ご
膳
は
、
女
性
客
を
中
心
に
人
気

上
昇
中
。
ご
当
地
ス
イ
ー
ツ
「
白
山

も
ん
ぶ
ら
ん
」
事
業
も
開
始
し
た
。

現
在
は
、
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
が
現
地

語
で
「
白
く
輝
く
山
」
を
意
味
す
る

こ
と
か
ら
、
コ
ー
ヒ
ー
の
開
発
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。

総
合
情
報
誌　

月
刊
「
商
工
会
」
よ
り
抜
粋

加盟店ののぼり旗おやべホワイトラーメン

　
元
気
な
商
工
会
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
　
　
　
　
　
　
　
小
矢
部
市
商
工
会
青
年
部

　

小
矢
部
市
商
工
会
青
年
部
は
、
平

成
二
十
三
年
四
月
か
ら
「
ご
当
地

ラ
ー
メ
ン
開
発
事
業
」
に
取
り
組
ん

で
き
た
。〝
小
矢
部
の
特
産
物
を
活

か
し
た
ラ
ー
メ
ン
を
開
発
し
て
、
地

域
に
根
付
か
せ
、
活
力
と
魅
力
に
あ

ふ
れ
る
ま
ち
「
お
や
べ
」
を
創
出
し

よ
う
〟 

と
い
う
青
年
部
員
の
熱
い
思

い
か
ら
始
ま
っ
た
事
業
で
あ
る
。

◉
小
矢
部
市
は
歴
史
や
魅
力
あ
る

観
光
資
源
が
数
多
く
あ
り
、
近
隣
市

町
村
と
の
交
通
の
便
も
非
常
に
良

い
の
だ
が
、
意
外
と
素
通
り
さ
れ
て

し
ま
う
こ
と
も
多
い
。
ま
た
、
市
外

か
ら
買
い
物
や
飲
食
を
目
当
て
に

訪
れ
る
人
は
少
な
く
、
反
対
に
地
元

住
民
が
市
外
に
行
く
こ
と
が
多
い

と
い
う
状
況
に
あ
り
、
危
機
感
を
抱

い
た
青
年
部
員
た
ち
が
「
自
分
た

ち
が
住
む
お
や
べ
を
元
気
に
し
た

い
！
」
と
奮
起
し
た
。

◉
市
の
「
ご
当
地
グ
ル
メ
研
究
開
発

事
業
」
の
認
定
を
受
け
、
本
格
的
な

製
品
づ
く
り
に
着
手
。
十
数
回
に
及

ぶ
勉
強
会
と
検
討
会
を
重
ね
、
地

元
メ
ル
ヘ
ン
ポ
ー
ク
の
ス
ー
プ
を

ベ
ー
ス
と
し
た
味
付
け
と
肉
み
そ

を
中
心
に
具
材
を
決
定
し
、
試
作
を

何
度
も
繰
り
返
し
味
を
作
り
こ
ん

で
い
っ
た
。
ま
た
、
県
内
外
の
イ
ベ

ン
ト
に
も
毎
週
の
よ
う
に
出
店
し
、

知
名
度
の
向
上
に
努
め
た
。

　

翌
年
に
は
、
地
元
飲
食
店
へ
の
商

品
説
明
会
を
実
施
。
各
店
舗
で
「
お

や
べ
ホ
ワ
イ
ト
ラ
ー
メ
ン
」
を
提
供

し
て
も
ら
え
る
よ
う
呼
び
か
け
、
現

在
で
は
、
市
内
の
三
十
余
り
の
店
舗

で
工
夫
を
凝
ら
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
ホ
ワ
イ
ト
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
る

こ
と
が
で
き
る
。

◉
こ
の
ラ
ー
メ
ン
を
本
格
的
に
販

売
し
て
い
く
た
め
、
青
年
部
有
志

で
合
同
会
社
お
や
べ
商
店
を
設
立
。

二
十
四
年
四
月
か
ら
は
、
家
庭
用
、

土
産
用
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
商
品
を
県

内
の
ス
ー
パ
ー
や
道
の
駅
、
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
な
ど
で
販
売
し
て
い
る
。

ま
た
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
、
雑
誌
等
に

取
り
上
げ
ら
れ
知
名
度
も
徐
々
に

高
ま
っ
て
い
る
が
、
ど
こ
の
飲
食
店

で
食
べ
ら
れ
る
の
か
と
い
う
問
い

合
わ
せ
も
多
く
な
り
、
マ
ッ
プ
の

作
成
が
急
務
と
な
っ

た
。
そ
こ
で
今
回
、

グ
ル
メ
マ
ッ
プ
の
作

成
と
と
も
に
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
を
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、
提

供
店
そ
れ
ぞ
れ
の

食
べ
比
べ
を
促
し
、

フ
ァ
ン
や
リ
ピ
ー
タ
ー
の
獲
得
に

よ
る
交
流
人
口
の
増
加
や
、
各
店
舗

の
一
層
の
魅
力
の
向
上
を
図
っ
た
。

◉
当
ラ
ー
メ
ン
は
小
矢
部
産
の
食

材
だ
け
を
使
用
。
こ
れ
に
よ
り
小
矢

部
の
魅
力
の
再
認
識
と
小
矢
部
を

知
っ
て
足
を
運
ん
で
も
ら
う
き
っ

か
け
と
な
り
、
食
を
通
じ
た
地
域
の

活
性
化
に
貢
献
で
き
る
。

◉
地
域
を
元
気
に
し
た
い
と
い
う

青
年
部
員
の
熱
い
思
い
か
ら
始

ま
っ
た
当
ラ
ー
メ
ン
の
開
発・普
及
。

少
し
ず
つ
だ
が
、
地
元
や
周
辺
地
域

に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
県
内

全
域
、
周
辺
各
県
、
そ
し
て
全
国
に

広
が
る
こ
と
を
望
む
と
青
年
部
員

は
語
る
。

小
矢
部
産
の
食
材
に
こ
だ
わ
っ
た「
お
や
べ
ホ
ワ
イ
ト
ラ
ー
メ
ン
」を
開
発
！
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相倉合掌集落ライトアップ

ふれあい青空市「やまだの案山子」

富山スキーマスターズ大会（牛岳スキー場）

風の盆ステージ

牛岳GSL大会（牛岳スキー場）

須田 慎一郎 時局講演会

第23回南砺いのくち椿まつり

３／7（木）～10（日）

土曜・日曜・祝日

3／9（土）

３／9（土）・２3（土）

3／10（日）

３／22（金）

３／23（土）～24（日）

五箇山観光総合案内所

ふれあい青空市
「やまだの案山子」運営委員会

富山県スキー連盟

越中八尾観光協会

牛岳スキー学校

八尾町工場協会

南砺いのくち椿まつり実行委員会

0763-66-2468

076-457-2333

076-442-3110

076-454-5138

076-457-2015

076-455-3181

0763-64-2211

イベント名 開 催 日 お問合せ先

3 月月各地の

※申請相談は随時
　受付けています。

トライアル発注商品の申請受付中！！ トライアル発注商品の申請受付中！！ 

2月1日（金）から2月28日（木）まで募集（申請受付）期間

　県では、ベンチャー企業・中小企業等の生産する新商品をトライアル発注商品として認定し、認定された商品の試し買いに努めるほか、県
が試しに購入した商品については、使用後の意見をフィードバックするなど、中小企業者のさらなる新商品開発や改善、販路拡大を応援して
います。詳細については、富山県商工労働部経営支援課のHPよりご覧ください。申請書・実施要綱等は、HPからダウンロードできます。

「高年齢者雇用安定法」の一部が改正されます。「高年齢者雇用安定法」の一部が改正されます。
高年齢者が少なくとも年金受
給開始年齢までは意欲と能力
に応じて働き続けられる環境
の整備を目的として、4月1日
から施行されます。

「高年齢者雇用確保措置」とは　高年齢者雇用安定法第９条
定年を65歳未満に定められている事業主は、その雇用する高年齢者の65歳までの安定した雇用を確保するため、次の①～③のいずれかの
措置を講じなければなりません。　①定年の引き上げ　②継続雇用制度の導入　③定年制の廃止
詳しくは、最寄りのハローワークへお問い合わせください。

１　継続雇用制度の対象者を限定できる仕組みの廃止
２　継続雇用制度の対象者を雇用する企業の範囲の拡大
３　義務違反の企業に対する公表規定の導入
４　高年齢者雇用確保措置の実施および運用に関する指針の策定

改正の
ポイント
改正の
ポイント

日本政策金融公庫からのご案内日本政策金融公庫からのご案内日本政策金融公庫からのご案内

教育資金を必要とされるみなさまへ

「国の教育ローン」を
　　　　　ご利用下さい。

日本政策金融公庫富山支店国民生活事業　076－431－1191
日本政策金融公庫高岡支店国民生活事業　0766－25－1171

学生・生徒お一人につき３００万円以内ご 融 資 額
ご返済期間
元金据置期間

利 　 　 率
保 　 　 証

お 使 い 道

１５年以内（交通遺児家庭または母子家庭の方は１８年以内）
在学期間内（元金据置期間はご返済期間に含まれます）
年２．４５％（母子家庭の方は年２．０５％）固定金利

（公財）教育資金融資保証制度
今後１年間に必要となる学校納付金、受験費用、入在学のための住居費用
（敷金、家賃等）、教科書代、通学費用、学生の国民年金保険料など

http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1300/kj00002150-004-01.html
お問合せ先：県経営支援課　創業・ベンチャー係（TEL076－444-3247）

下記の2つの制度について、お取り扱い期間が平成25年3月31日までとなります。
＊設備資金貸付利率特例制度
＊セーフティネット貸付

国内の経済活性化につながる設備資金について、当初２年間の利率を0.5％引き下げる。

業況の悪化など、一定要件に該当する方に対し、基準利率より最大0.5％引き下げる。

ご相談・お問い合わせは最寄りの商工会、
または、日本政策金融公庫国民生活事業へ。


